
第33回総会〕

９月27日（日）第５会場　午後1:00～4 :15

食　物　85

A 168 アメリカ合衆恥長期滞在羞め^tt誦C 寥／叙）-^あわり/貧*油ビin pu軸
名古潭ズね管瓢保有専門（非） O A/内黄口蚤

　回的　w本人の食*>*･り糾徴と･外国の食*沸への適応･右知S 目的f , 米国雇/!*:日ぷ人の

習本友び米釦にあ｀け否准^ 池を兄教検討(r~ ■>

　方法　木国こ6 ヵヽ月以x,滞狐してぃ^ ヨ本人世辛乞対%, として.郵送･こようアンケ- ト

調鳶t ，竹9午i;2一月ダ$i忖)年之月に行い，回答濤a μ世帯で, 回収率(まs)ぷ-('あった．

　祁果　し対ｔ：滞在坪数t3平均μ考八平均年/き･ま煮37才･ 拿Kは殲々わ隊弘才^'■a

つた．男々帯ヵ･ヽN≪wヽYork串周3-に濁昶レ, 職象は会社茸バ■ 自ま衆目･ 研芦ぶit ■営i^2

ぶであフた・2 ‥各種主食や一週問り摂取回数：米磁μ^/食夫･こB本こ如レマ氷同乱ま釣

目回黛ケした心朝＼A ■暴川'夜S9囲と才艮強い冷飯A のnlf埓亀ふレた．パ■J iS 三食九にポ

回で壇ｶﾛ碩伺包示レ時iこ屋食は口々･ラ2比渚HDしt- . 麺類ぱ変vo な乙，その指ポ国t"i3 朝

ト:セリア･レ鼻にピグ ･スバケ'r ィ類四知口包示した. 3 .ネ徊で日常的(二食へろようｐ

なづぶ喰ゐ；穀命トt乙リアル■ 多雇な種類・パン)，獣島肉類C 牛肉り多牛肉･肉の加工

品■ 七面鳥), 妬製品Ｃ各雅千-ズ・・-ブ･叶■ サワークソ- A )，4-.調味料■ 壽辛

尉; 俘品s -iL調雀レ, 日本ぞ凍用していか調味贋りほと^ﾉどダボa Iこ来又右禎吊刈にぶヽ

い新た･こオレガノ■グロ･-ﾌﾞ・-・トe' j -レ･ チリパウダー等ラ之のあ律料援用’)調

味粁・番今料ダ棟用され｀いヽ5 . 元芦貧；婆食,a /^ンパーガ'－■ ホットド）クり雌つが

多く．タ／食ii =本荷援(μ匍'中部吽理(スs-zμ゛｀多め｀・か-

　彦察　１ヨ本食片品*"入手しかヽite域で乃"§二．乙もｰ一a であ3 うが，　長期が国滞在一日苓人

の樟丿強い1ヨ手痛:ai好の彦在ｔ認め，ヌあ弓程准の米司准 *.冶への適えか認めうれ/乙，

A 169 ﾉSンド｀キシヤの食手丈ｲし（3）サンバ■ll／を中･じとこしrこ恚昧野集･香辛料

　　　　　　　　　　　　　　種^頻の調理俵につヽ･T

な適業廬友n垣琴　石崎璋チ

　　la的　４ンドｉシャの食パ7 -ンの基和ま、米ﾉ飯･又は米､の片食､こサンl＼｀Iﾚ（亀斗ろ

の人つす乞年りソース) スはサン/＼"Iﾚ／T調昧したスープ乞りすれも米飯にか･ﾅ､ま､ぜ合せ-T食

べーのが'一般的な食滅ヒなつ-z ヽ)ろ。そして料理毎に便用されろサン/＼"l＼／の材料が嘆すs､ソ

　･それが｀インドキシ^料理の味覚の夕林化を洋リあけ･Iてりろい･われてo ろ。今回I* イン

　ドキジT料理の味覚の中心で'あろサンバ＼回ﾉ索粁、暫ぼ野莱、者午粁、X It種如

茲t調べーz. とふよ､')、ベンド% シャの食文化の舛苓につり一乙牽參し-.みた。

　　タ俵　hンド淳シャ、ジャワ島東郎ヽモらブ叫ヽ地加こおヽ -tヽ|)世撃‘)匁訪訪同竃

行い、食争ｲf'Jを担当ヤる主婦よ･トa 字食゛る騨だの糾料理iﾖ-糎萌あ･ﾃﾞ々もいヽ、

恥こt ・リFリタを㈲き. が軒の複鱗ヽii皿量乞紬けﾋ岐片討しそｵ^ぞtしの調理ほ､の怖長^

考嘸してみに

　　結吏　B苧ヽふ薇的･こ良く食べうれ-itリ｡れてり:%,スープにラズン. サエ･/ア-y プA ,

サ3-1|／゜デ'fl'あろ。特rこラオンは先回発良したが'ハ/ツ工。t りシ載･ヽ喫を便用したｉ色の

スーアであろ。■f ユ･レアッサi^ヽケJ-･レロデ｀･わ･ず｀れも野象ｌやく便用したあっ■a りしrこ

'λ－アであろ。りずれもサンバ｀･レの材料ヒなろ香味貯栗･戎玉蒼､、香年料tしてにんにし

4峯、が冲･じとなっ一乙お<)調味配^のとで･袁それほどの拝皇､戈みり-it なヵヽつた。しがしそ

艮ぞものxーアに固有の名福がつ･ナシれてりゐわま. 丿ロえる鐘良■ 又>式呆曳のをこよ､り昧

如'1 が｀ﾔしず"つ農ろ. 即*- 助鍬の珠曳の組を七で｀y>れ覚の要ｲL-k乍り私レ｀を九が｀盾有の調程

;亀とな-> ており. こ几も特色のあシ^如しの-つと考察i れた。


